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論 文 内 容 の 要 旨 
 Nudix タンパク質ファミリーは生物界に広く分布している加水分解酵素群であり、その基質分子のほとんどがヌク
レオシド-二リン酸構造を持つ代謝分子（nucleoside dihoshate with X ）である。これらの中には傷害塩基や代謝中
間体が多く含まれており、このことから Nudix タンパク質は細胞内の有害分子を除去する“house-cleaning”酵素で
あると考えられてきた。しかしそのような生理的な役割が証明されているのは一部の酵素のみであり、その他の多く

















行ったところ、ndx8 遺伝子破壊株の細胞に、細菌の栄養枯渇応答シグナルである ppGpp が過剰に蓄積していること
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を発見した。In vitro での活性を調べたところ、Ndx8 が ppGpp に対して高い分解活性を持つことを確認することが
出来た。今回得られた結果は、Ndx8 の生理的な基質が ppGpp であり、その分解活性によって高度好熱菌の増殖期を
制御するシステムが存在することを示唆している。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 





デル生物は、高度好熱菌 Thermus thermophilus HB8 である。 
 Ndx4 については、ADP-ribose を分解除去する機能を備えており、触媒反応には金属イオンとその近傍に存在する
数アミノ酸残基が関与することが明らかになった。また、Ndx8 については、ppGpp を分解することによって、細胞
の環境適応を調節する重要な働きをしていることを発見した。よって、本論文は博士（理学）の学位論文として十分
価値あるものと認める。 
